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線
用
水
路
（
黒
西
合
口
用

水
）
を
経
て
各
支
線
用
水
路

に
分
水
し
て
い
ま
す
。

一
部
高
台
は
、
天
保
年
間

（
１
８
３
０
〜
１
８
４
０
年

代
）
に
開
削
さ
れ
た
宮
野
用

水
及
び
十
二
貫
野
用
水
に
よ

っ
て
灌
漑
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
十
二
貫
野
用
水
は
黒
部
川

の
支
流
尾
ノ
沼
谷
及
び
宇
奈

月
谷
川
を
水
源
と
し
て
お

り
、
天
保
の
飢
饉
を
き
っ
か

け
と
し
て
当
時
の
加
賀
藩
の

命
を
受
け
た
椎
名
道
三
が
天

保
十
年
１
８
９
３
年

に
着

工
、
わ
ず
か
15
ヶ
月
間
で
約

21
ｋ
ｍ
の
用
水
路
を
完
成
さ

せ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
）

幹
線
用
水
及
び
十
二
貫
野

用
水
の
取
水
量
調
整
は
改
良
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新川農林振興センター

か
ん
が
い
排
水
事
業

吉
野

川
縁
地
区
は
、
富
山
県
の
北
東

に
位
置
す
る
２
級
河
川
早
月
川

の
蓑
輪
頭
首
工
よ
り
取
水
さ
れ

た
国
営
導
水
路
の
分
岐
地
点

(

滑
川
市
杉
本
地
内)

を
始
点

と
し
、
早
月
川
を
サ
イ
フ
ォ
ン

で
横
断
し
早
月
川
沿
い
に
流
下

す
る
吉
野
川
縁
用
水
路(

右
岸

連
絡
水
路)

で
、
魚
津
市
の
受

益
地
を
か
ん
が
い
し
て
い
ま

す
。現

用
水
路
は
、
昭
和
37
年
か

ら
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
で

築
造
さ
れ
完
成
か
ら
40
年
余
り

経
過
し
、
水
路
側
壁
や
底
版
の

損
傷
に
よ
る
先
掘
、
漏
水
、
ク

ラ
ッ
ク
等
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
基
幹
水
利
施

設
の
機
能
保
全
と
維
持
管
理
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
工
事
を
行

う
も
の
で
す
。

新
川
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

管
内
の
農
業
水
利
施
設
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
昭
和
40
年

代
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
造

成
さ
れ
、
完
成
か
ら
30
年
以

上
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
た
め
施
設
の
集
中
的
な

更
新
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

農
業
水
利
施
設
は
農
業

の
生
産
基
盤
の
み
な
ら
ず
、

農
村
や
都
市
部
で
利
用
さ
れ

て
い
る
地
域
用
水
機
能
（
防

火
・
消
流
雪
・
生
活
環
境
）

を
持
つ
重
要
な
施
設
で
す
。

維
持
管
理
は
、
土
地
改
良

区
が
行
な
い
、
現
在
は
良
好

な
状
態
で
施
設
は
機
能
し
て

い
ま
す
が
、
い
ず
れ
補
修
・

今
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
新
川
水
土
里
た
よ
り

で
す
が
、
年
４
回
の
発

刊
と
し
、
土
地
改
良
区

の
み
な
さ
ん
と
の
情
報

交
換
の
場
と
な
れ
ば
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
、
よ
り
よ
い
紙

面
作
成
の
た
め
、
ご
意
見
を

お
寄
せ
下
さ
い
。(

タ
ツ
オ)

機
構
改
革
に
よ
り
「
耕
地

課
」
と
「
農
地
整
備
課
」
が

統
合
し
、
農
村
整
備
課
が
発

足
し
て
早
二
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
三
班
体
制
の
中
で

課
員
１
８
名
が
、
各
々
の
担

当
す
る
地
区
の
予
算
管
理
〜

請
負
設
計
書
の
作
成
〜
現
場

監
督
〜
問
題
処
理
等
の
業
務

で
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。

こ
こ
で
、
各
班
が
担
当
す

る
事
業
を
簡
単
に
紹
介
し
ま

す
。

更
新
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。農

業
水
利
施
設
は
、
構
成

す
る
施
設
ご
と
に
劣
化
は
一

様
で
な
く
、
改
築
が
必
要
な

部
分
、
補
修
補
強
で
対
処

（
長
寿
命
化
）
で
き
る
部

分
、
当
面
経
過
を
観
察
し
て

も
性
能
に
支
障
と
な
ら
な
い

部
分
な
ど
が
混
在
し
、
個
々

の
施
設
の
状
態
に
応
じ
て
適

時
的
確
な
対
策
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
継
続
的
な
施
設

の
機
能
診
断
に
基
づ
い
て
健

全
度
や
劣
化
の
要
因
等
の
評

価
を
基
礎
と
し
た
実
施
可
能

な
対
策
を
施
設
の
機
能
保
全

を
図
る
費
用
面
に
つ
い
て
比

較
検
討
し
、
効
率
的
な
対
策

手
法
を
選
択
し
て
い
く
こ
と

が
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
考
え
方
で
す
。

ね
ら
い
と
し
て
、
水
利
施

設
の
時
系
列
的
な
状
態
の
把

握
、
想
定
す
る
複
数
の
対
策

シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
劣
化
等

の
進
行
予
測
を
通
じ
て
、
適

切
な
補
修
等
に
よ
る
構
造
物

の
延
命
化
・
補
修
更
新
費
用

の
最
小
化
・
平
準
化
を
図
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

新
川
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

管
内
に
お
い
て
は
、
機
能
保

全
計
画
の
策
定
を
平
成
18
年

度
か
ら
平
成
21
年
度
に
か
け

て
、
次
の
３
地
区
に
つ
い
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

「
水
利
防
災
班
」

か
ん
が
い
排
水
事
業
、
農

業
用
河
川
工
作
物
応
急
対
策

事
業
、
基
幹
水
利
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
、
た
め

池
等
整
備
事
業
、
経
営
体
育

成
基
盤
整
備
事
業
（
土
地
総

型
）
、
公
害
防
除
特
別
土
地

改
良
事
業

「
農
地
整
備
第
一
班
」

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事

業
（
ほ
場
整
備
型
）
、
経
営

体
育
成
基
盤
整
備
事
業
（
土

地
総
型
）
。

こ
の
度
、
三
月
末
日
を
も
っ

て
県
を
退
職
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
農
業
土
木
職

員
と
し
て
七
年
間
、
内
四
年
間

を
新
川
農
林
で
働
か
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
事
で
す
が
、
四
月
か
ら
は

実
家
の
福
島
県
会
津
美
里
町
の

㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
と
い
う

父
が
社
長
を
務
め
る
会
社
へ
入

り
農
業
を
し
ま
す
。
水
稲
を
中

心
に
切
花
用
の
キ
ク
、
長
ネ
ギ

の
栽
培
を
行
っ
て
い
る
農
業
生

産
法
人
で
す
。
子
供
の
こ
ろ
か

ら
手
伝
い
は
し
て
き
た
も
の
の

農
業
は
新
米
で
す
。
社
長
の
高

い
志
の
実
現
と
百
姓
の
技
を
受

け
継
ぐ
た
め
、
ま
た
日
々
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
福
島
県
は
フ
ル

ー
ツ
王
国
と
言
わ
れ
、
も
も
、

ぶ
ど
う
な
ど
果
物
が
な
ん
で
も

あ
り
、
名
物
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン

を
始
め
、
会
津
の
郷
土
料
理
な

ど
美
味
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
皆
様
、
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
な
ん
し
ょ
！

【H
P
:
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

g
r
e
e
n
s
e
r
v
.
c
o
.
j
p

】

【
計
画
班

上
澤

聖
子
記
】

お
礼
の
ひ
と
こ
と

区
事
務
所
内
で
遠
隔
操
作
に

よ
り
行
っ
て
お
り
、
支
派
線

の
水
量
調
整
及
び
総
延
長
７

７
０
ｋ
ｍ
に
も
及
ぶ
用
排
水

路
な
ど
土
地
改
良
施
設
の
管

理
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
毎

に
設
置
し
た
維
持
管
理
協
議

会
で
軽
微
な
修
繕
を
含
め
管

理
を
し
て
い
ま
す
が
、
管
理

体
制
強
化
を
図
る
た
め
、
管

理
協
定
締
結
の
実
施
に
取
組

ん
で
お
り
集
落
（
校
区
単

位
）
で
の
締
結
を
目
指
し
て

協
議
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

又
、
土
地
改
良
区
組
合
員

や
一
般
住
民
に
水
の
大
切
さ

に
つ
い
て
理
解
を
得
る
た
め

土
地
改
良
施
設
の
役
割
、
多

面
的
機
能
（
防
火
用
水
、
消

流
雪
、
地
下
水
か
ん
養
な

ど
）
、
管
理
に
つ
い
て
の
ピ

ー
ア
ー
ル
啓
蒙
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
中
で
も
特
に

地
元
の
小
学
生
対
象
に
先
人

の
遺
業
、
農
業
用
水
の
役

割
、
水
の
尊
さ
を
学
ぶ
こ
と

「
農
地
整
備
第
二
班
」

基
幹
農
道
整
備
事
業
、
農

道
保
全
対
策
事
業

今
回
の
新
政
権
で
農
業
農

村
整
備
事
業
費
が
大
幅
に
削

減
と
の
方
針
が
出
さ
れ
、
農

道
整
備
事
業
に
あ
っ
て
は
、

整
備
済
み
と
の
見
解
に
よ
り

事
業
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
現
在
着
工
中
の
も
の

は
継
続
事
業
と
し
て
行
わ
れ

ま
す
。

事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
は
多
種

・
多
様
に
わ
た
っ
て
お
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
政
策
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
一
施
策

対
象
は
県
営
農
業
水
利
施
設

・
早
月
川
沿
岸
地
区

Ｈ
18
年
度
に
策
定

・
黒
部
川
沿
岸
地
区

Ｈ
20
年
度
に
策
定

・
魚
津
地
区

Ｈ
21
年
度
に
策
定

【
指
導
課
計
画
班
】

黒
部
川
左
岸
土
地
改
良
区

は
、
平
成
17
年
７
月
に
黒
部

市
内
の
３
土
地
改
良
区
（
石

田
、
旧
黒
部
川
左
岸
、
十
二

貫
野
用
水
）
の
合
併
に
よ
り

設
立
さ
れ
現
在
、
受
益
面
積

２
，
６
３
１
ｈ
ａ
、
組
合
員

数
３
，
６
５
７
名
か
ら
な
る

土
地
改
良
区
で
す
。

管
内
の
用
水
源
は
、
一
級

河
川
黒
部
川
で
そ
の
大
部
分

は
、
愛
本
堰
堤
で
取
水
し
幹

を
目
的
に
十
二
貫
野
用
水
見
学

会
を
本
年
度
に
お
い
て
８
回
実

施
さ
れ
、
市
外
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
や
参
加
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

今
後
は
、
土
地
改
良
区
本
来

の
使
命
で
あ
る
水
管
理
の
合
理

化
や
土
地
改
良
施
設
の
長
寿
命

化
、
国
営
造
成
施
設
管
理
体
制

の
整
備
、
強
化
等
に
努
め
、
組

合
員
か
ら
期
待
さ
れ
る
土
地
改

良
区
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
総
務
課
長

飯
野
和
男
記
】

慮
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
22
年
度
か
ら
は
、
地
元

の
理
解
を
得
て
仮
設
水
路
の

並
設
施
工
検
討
し
て
い
ま

す
。

【
農
地
整
備
課

水
利
防
災
第
一
班
】

本
地
区
は
、
Ｈ
20
年
度
に

採
択
、
工
期
Ｈ
21
年
度
〜
Ｈ

24
年
度
で
受
益
面
積
Ａ=

３
５

４
ｈ
ａ
、
Ｌ=

1
，
２
０
０
ｍ

を
改
修
し
ま
す
が
、
一
部
に

お
い
て
、
現
在
の
石
積
み
落

差
工
の
構
造
を
極
力
復
元

し
、
景
観
保
全
に
配
慮
し
た

工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
当
用
水
路
は
、
防

火
、
消
雪
、
環
境
用
水
等
の

地
域
用
水
と
し
て
年
間
を
通

じ
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
工
事
期
間
中
の
仮
回
し

と
し
て
他
の
小
用
水
路
を
一

部
補
修
し
な
が
ら
土
地
改
良

区
と
地
元
で
調
整
し
流
下
さ

せ
て
い
ま
す
が
、
思
う
よ
う

な
水
量
の
流
下
が
望
め
ず
苦

と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

未
だ
22
年
度
予
算
は
も
と

よ
り
今
後
の
事
業
展
開
が
見

え
な
い
中
で
、
過
去
に
な
い

戸
惑
い
を
感
じ
て
い
る
し
だ

い
で
す
。

私
ど
も
課
員
と
い
た
し
ま

し
て
は
「
農
家
の
ニ
ー
ズ
」

を
的
確
に
と
ら
え
、
「
安
心

し
て
農
業
に
従
事
で
き
る
基

盤
整
備
作
り
」
に
土
地
改
良

区
並
び
に
関
係
農
家
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
農
村
整
備
課
高
野
課
長
】

【
→
吉
野
川
縁
地
区

落
差
工
改
修
状
況
】

【
→
愛
本
右
岸
沈
砂
池
】

【
→
施
設
見
学
会

尾
沼
谷
取
水
工
】


